
（特
別
徴
収
義
務
者
登
録
番
号
第

－
号

）

印
「

を

」

（特
別
徴
収
義
務
者
登
録
番
号
第

－
号

）

「

規

則

大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

人
事
委
員
会
規
則

通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

公
安
委
員
会
規
則

大
分
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

企
業
局
管
理
規
程

大
分
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

病
院
局
管
理
規
程

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

告

示

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
名
称
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
休
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
施
術
者
（
開
設
者
で
あ
る
施
術
者
）
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
施
術
者
（
開
設
者
で
な
い
施
術
者
）
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
定
施
設
の
設
置
許
可
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

令
和
三
年
度
臨
時
種
畜
検
査
に
合
格
し
た
種
畜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

臨
時
種
畜
検
査
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

土
地
改
良
法
に
よ
る
換
地
計
画
の
決
定
及
び
縦
覧
（
国
営
事
業
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

指
定
漁
船
調
書
の
縦
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

警

察

本

部

告

示

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
手
続
等
に
関
す
る
告
示
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示

宝
石
さ
ん
ご
の
採
捕
禁
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇

警

察

本

部

訓

令

大
分
県
警
察
に
お
け
る
処
務
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一

公

告

土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
退
任
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四

開
発
行
為
の
完
了
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四

落
札
者
等
の
公
示
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五

〇
規

則

大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
九
十
九
号

大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
大
分
県
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
か
ら
十
四
ま
で

削
除

第
一
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

第
五
号
様
式
中
「氏

名

を

又
は

名
称

印

」

「氏
名

に
改
め
る
。

又
は

名
称

」

第
八
号
様
式
及
び
第
九
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

第
十
号
様
式
中

に
改
め
る
。

目

次

令

和

三

年

（ 金 曜 日 ）

第

二

七

一

号

十
二
月
二
十
四
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
佐
伯
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

一

大
分
県
報
（
規
則
）



」

氏
名
又
は
名
称

印

「

」

氏
名
又
は
名
称

「

」

第
十
一
号
様
式
及
び
第
十
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

第
十
四
号
様
式
か
ら
第
十
八
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
１
４
号
様
式
か
ら
第
１
８
号
様
式
ま
で
削
除

第
十
九
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

第
二
十
一
号
様
式
中

を

に
改
め
る
。

第
二
十
四
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
前
の
大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
施
行
規
則
第
一
号
様
式
、
第
三
号
様
式
、
第
五
号
様
式
、
第
八

号
様
式
か
ら
第
十
二
号
様
式
ま
で
、
第
十
九
号
様
式
、
第
二
十
一
号
様
式
及
び
第
二
十
四
号
様
式
の
規
定

に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
補
正
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
人
事
委
員
会
規
則

通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
人
事
委
員
会
委
員
長

石

井

久

子

大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
九
号

通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
二
千
百
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
、「
四
千
百
円
」
を
「
四
千
二
百
円
」
に
、「
六
千
六
百
円
」

を
「

六
千
七
百
円

」
に
、
「
九
千
三
百
円
」
を
「
九
千
四
百
円
」
に
、
「
一
万
二
千
七
百
円
」
を
「
一
万

二
千
八
百
円
」
に
、
「
一
万
六
千
円
」
を
「
一
万
六
千
百
円
」
に
、
「
一
万
九
千
六
百
円
」
を
「
一
万
九
千

七
百
円
」
に
、
「
二
万
二
千
七
百
円
」
を
「
二
万
二
千
八
百
円
」
に
、
「
二
万
五
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五

千
七
百
円
」
に
、
「
二
万
八
千
百
円
」
を
「
二
万
八
千
二
百
円
」
に
、
「
三
万
五
百
円
」
を
「
三
万
六
百

円
」
に
、
「
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
三
万
三
千
六
百
円
」
に
、
「
三
万
六
千
六
百
円
」
を
「
三
万
六
千
七

百
円
」
に
、
「
四
万
円
」
を
「
四
万
百
円
」
に
、
「
四
万
四
千
百
円
」
を
「
四
万
四
千
二
百
円
」
に
、
「
四

万
八
千
百
円
」
を
「
四
万
八
千
二
百
円
」
に
、
「
五
万
千
百
円
」
を
「
五
万
千
二
百
円
」
に
、
「
五
万
四
千

百
円
」
を
「
五
万
四
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
公
安
委
員
会
規
則

大
分
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
３
年
１２
月
２４
日

大
分
県
公
安
委
員
会
委
員
長

石
田

敦
子

大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１３
号

大
分
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
５１
年
大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
１５
条
第
２
項
第
３
号
中
「
管
理
の
実
務
」
を
「
運
転
の
管
理
の
実
務
の
経
験
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項

中
「
規
定
に
よ
る
」
を
「
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
１
項
を
加
え
る
。

４
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
安
全
運
転
管
理
者
等
の
選
任
の
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
の

う
ち
施
行
規
則
第
９
条
の
１２
各
号
（
第
３
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
も
の
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
安

全
運
転
管
理
者
に
係
る
事
項
に
あ
つ
て
は
安
全
運
転
管
理
者
に
関
す
る
届
出
書
を
、
副
安
全
運
転
管
理
者

に
係
る
事
項
に
あ
つ
て
は
副
安
全
運
転
管
理
者
に
関
す
る
届
出
書
を
、
当
該
変
更
が
生
じ
た
日
か
ら
１５
日

以
内
に
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１１
号
様
式
及
び
第
１１
号
様
式
の
２
の
備
考
を
備
考
１
と
し
、
こ
れ
ら
の
様
式
の
備
考
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

２
届
出
事
項
の
変
更
の
場
合
は
、
変
更
す
る
事
項
の
み
記
載
す
る
こ
と
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

二

大
分
県
報
（
規
則
・
人
事
委
規
則
・
公
安
委
規
則
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日



医
療
機
関
の
名
称

開
設
者
の
氏
名

所

在

地

指
定
年
月
日

日
田
市
立
東
渓
診

療
所

日
田
市

日
田
市
天
瀬
町
合
田
一
九
八
六
番
地
二

令

三
・
一
〇
・
二
七

セ
ン
ト
ケ
ア
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
宇
佐

セ
ン
ト
ケ
ア
九
州

株
式
会
社

宇
佐
市
大
字
四
日
市
一
四
六
九
番
地
一

令

三
・
一
二
・

一

ク
ロ
ー
バ
ー
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

ラ
イ
フ
ブ
レ
イ
ス

合
同
会
社

国
東
市
安
岐
町
塩
屋
三
四
五
番
地
一

令

三
・
一
一
・
一
八

〇
企
業
局
管
理
規
程

大
分
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
企
業
局
長

浦

辺

裕

二

大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
三
号

大
分
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

大
分
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
六
中
「
二
千
百
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
、
「

四
千
百
円

」
を
「

四
千
二
百
円

」
に
、

「

六
千
六
百
円

」
を
「

六
千
七
百
円

」
に
、
「
九
千
三
百
円
」
を
「
九
千
四
百
円
」
に
、
「
一
万
二
千

七
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
円
」
に
、
「
一
万
六
千
円
」
を
「
一
万
六
千
百
円
」
に
、
「
一
万
九
千
六
百

円
」
を
「
一
万
九
千
七
百
円
」
に
、
「
二
万
二
千
七
百
円
」
を
「
二
万
二
千
八
百
円
」
に
、
「
二
万
五
千
六

百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
」
に
、
「
二
万
八
千
百
円
」
を
「
二
万
八
千
二
百
円
」
に
、
「
三
万
五
百

円
」
を
「
三
万
六
百
円
」
に
、
「
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
三
万
三
千
六
百
円
」
に
、
「
三
万
六
千
六
百

円
」
を
「
三
万
六
千
七
百
円
」
に
、
「
四
万
円
」
を
「
四
万
百
円
」
に
、
「
四
万
四
千
百
円
」
を
「
四
万
四

千
二
百
円
」
に
、
「
四
万
八
千
百
円
」
を
「
四
万
八
千
二
百
円
」
に
、
「
五
万
千
百
円
」
を
「
五
万
千
二
百

円
」
に
、
「
五
万
四
千
百
円
」
を
「
五
万
四
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
病
院
局
管
理
規
程

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
病
院
局
長

井

上

敏

郎

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
一
号

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
十
三
中
「
二
千
百
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
、
「

四
千
百
円

」
を
「

四
千
二
百
円

」
に
、

「

六
千
六
百
円

」
を
「

六
千
七
百
円

」
に
、
「
九
千
三
百
円
」
を
「
九
千
四
百
円
」
に
、
「
一
万
二
千

七
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
円
」
に
、
「
一
万
六
千
円
」
を
「
一
万
六
千
百
円
」
に
、
「
一
万
九
千
六
百

円
」
を
「
一
万
九
千
七
百
円
」
に
、
「
二
万
二
千
七
百
円
」
を
「
二
万
二
千
八
百
円
」
に
、
「
二
万
五
千
六

百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
」
に
、
「
二
万
八
千
百
円
」
を
「
二
万
八
千
二
百
円
」
に
、
「
三
万
五
百

円
」
を
「
三
万
六
百
円
」
に
、
「
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
三
万
三
千
六
百
円
」
に
、
「
三
万
六
千
六
百

円
」
を
「
三
万
六
千
七
百
円
」
に
、
「
四
万
円
」
を
「
四
万
百
円
」
に
、
「
四
万
四
千
百
円
」
を
「
四
万
四

千
二
百
円
」
に
、
「
四
万
八
千
百
円
」
を
「
四
万
八
千
二
百
円
」
に
、
「
五
万
千
百
円
」
を
「
五
万
千
二
百

円
」
に
、
「
五
万
四
千
百
円
」
を
「
五
万
四
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
告

示

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国

の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成

六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
と
し
て
、
次
の
医
療
機
関
を
指

定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

三

大
分
県
報
（
企
業
局
管
理
規
程
・
病
院
局
管
理
規
程
・
告
示
）



末
綱
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
鶴
玲
会

国
東
市
国
東
町
田
深
六
六
五
番
四

令

三
・
一
二
・

一

安
部
第
一
医
院

医
療
法
人
安
部
第

一
医
院

別
府
市
上
野
口
町
三｜

四
〇

令

三
・
一
二
・

七

け
い
だ
ク
リ
ニ
ッ

ク

医
療
法
人
け
い
だ

ク
リ
ニ
ッ
ク

中
津
市
中
央
町
一
丁
目
七
三
八
番
地
一

令

三
・
一
二
・

一

み
ど
り
薬
局

株
式
会
社
淡
水

日
田
市
隈
二
丁
目
一｜

三
五

令

三
・
一
一
・

一

輔
仁
薬
局
弥
生
店

株
式
会
社
輔
仁
薬

局

佐
伯
市
弥
生
大
字
江
良
一
〇
五
八
番
地

一

令

三
・
一
一
・

一

あ
き
調
剤
薬
局
別

府
店

株
式
会
社
薬
苑
棗

別
府
市
石
垣
東
三
丁
目
五
番
一
五
号

令

三
・
一
一
・

一

タ
カ
サ
キ
薬
局
日

出
店

有
限
会
社
フ
ク
オ

カ
・
ク

リ

ニ

カ

ル
・
フ
ァ
ー
マ
シ

ー

速
見
郡
日
出
町
三
九
〇
二｜
七

令

三
・
一
二
・

一

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

医
療
機
関
の
名
称

所

在

地

変
更
年
月
日

変
更
前

変
更
後

㈲
の
ぞ
み
調
剤
薬
局

別
府
店

ア
イ
ン
薬
局

別
府
鶴

見
店

別
府
市
大
字
鶴
見
四
三
九
五

番
地
一

令

三
・
一
一
・

一

ア
イ
ン
薬
局

中
須
賀

別
府
市
大
字
北
石
垣
一
○
三

あ
す
な
ろ
薬
局

本
町
店

六｜

五｜

二
号

令

三
・
一
一
・

一

青
山
薬
局

ア
イ
ン
薬
局

別
府
駅

前
店

別
府
市
田
の
湯
町
二
○
○
四

番
地
の
六

令

三
・
一
一
・

一

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

医
療
機
関
の
名
称

開
設
者
の
氏
名

所

在

地

休
止
年
月
日

大
石
内
科
医
院

大

石

定

信

速
見
郡
日
出
町
町
二
九
一
九

令

三
・
一
一
・
一
〇

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

医
療
機
関
の
名
称

開
設
者
の
氏
名

所

在

地

廃
止
年
月
日

高
倉
歯
科
医
院

高

倉

賢

志

豊
後
大
野
市
緒
方
町
馬
場
五
六｜

六

令

三
・

九
・
二
一

日
田
市
立
東
渓
診

療
所

日
田
市

日
田
市
天
瀬
町
合
田
一
九
九
四
番
地
一

令

三
・

八
・
一
五

わ
か
ば
歯
科

淺

井

之

仁

国
東
市
国
東
町
鶴
川
二
六
九
四
番
地

令

二
・

九
・
一
一

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平

成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
そ
の
名
称
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平

成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平

成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

四

大
分
県
報
（
告
示
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日



藤
島
調
剤
薬
局

藤

島

憲

一

別
府
市
石
垣
東
四
丁
目
五
の
二

令

三
・
一
〇
・
三
一

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

施
術
者
の
氏
名

施
術
所
の
名
称

所

在

地

指
定
年
月
日

江

田

全

秀

星
の
花
整
骨
院

日
田
市
本
町
七｜

三
一

一
Ｆ

令

三
・
一
一
・
一
七

永

松

剛

章

み
な
と
鍼
灸
整
骨

院

国
東
市
武
蔵
町
古
市
一
四
三｜
一

令

三
・
一
一
・
二
四

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

施
術
者
の
氏
名

施

術

者

の

住

所

指
定
年
月
日

徳

永

拓

郎

別
府
市
石
垣
東
五
丁
目
三｜

一
六

フ
ォ
ー
ブ
ル
河
野
二
〇

三
号

令

三
・
一
〇
・
二
一

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

種

類

ち
ゅ
う
房
施
設

能

力

一
〇
〇
調
理
食
／
日

一
基

工

事

着

手

予

定

年

月

日

許
可
後

工

事

完

成

予

定

年

月

日

令
四
・
一
二
・
一

使

用

開

始

予

定

年

月

日

令
五
・
一
二
・
三
一

使

用

時

間

間

隔

二
四
時
間

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

二
四
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

一
二
・
〇

一
五
・
〇

汚
水

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
〜
八
・
六

五
・
八
〜
八
・
六

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
七
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
医
療
扶
助
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
施
術
者
（
開
設

者
で
あ
る
施
術
者
）
を
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
医
療
扶
助
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
施
術
者
（
開
設

者
で
な
い
施
術
者
）
を
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
九
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
。

な
お
、
次
の
と
お
り
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果

に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

申
請
の
概
要

１

申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

大
阪
府
大
阪
市
北
区
国
分
寺
二
丁
目
一
番
一
号

株
式
会
社
エ
イ
コ
ス

代
表
取
締
役

平

川

順

基

２

特
定
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

由
布
市
湯
布
院
町
川
上
字
丸
尾
四
百
五
十
五
番
地

（
仮
称
）
湯
布
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３

設
置
さ
れ
る
特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
六
十
六
号
の
三

イ

ち
ゅ
う
房
施
設
及
び
ハ

入
浴
施
設

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

五

大
分
県
報
（
告
示
）



等
の

汚
染

状
態

の
値

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

二
五
〇

三
〇
〇

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

一
五
〇

一
八
〇

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

二
五
〇

三
〇
〇

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

三
〇

四
〇

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

五

一
〇

種

類

入
浴
施
設

能

力

二
・
九
㎥
／
基

一
基

工

事

着

手

予

定

年

月

日

許
可
後

工

事

完

成

予

定

年

月

日

令
四
・
一
二
・
一

使

用

開

始

予

定

年

月

日

令
五
・
一
二
・
三
一

使

用

時

間

間

隔

二
四
時
間

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

一
六
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

三
・
七

六
・
〇

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
〜
八
・
六

五
・
八
〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

一
三
・
二

一
四
・
二

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

一
二
・
六

一
五
・
八

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

一
五

一
七

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

五
・
六

七
・
五

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

一
・
九

三
・
三

種

類

入
浴
施
設

能

力

一
三
・
三
〇
㎥
／
基

二
基

工

事

着

手

予

定

年

月

日

許
可
後

工

事

完

成

予

定

年

月

日

令
四
・
一
二
・
一

使

用

開

始

予

定

年

月

日

令
五
・
一
二
・
三
一

使

用

時

間

間

隔

二
四
時
間

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

一
六
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

二
一
・
八

二
七
・
三

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
〜
八
・
六

五
・
八
〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

七
・
三

一
〇
・
〇

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

八
・
二

一
三
・
二

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

九

一
四

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

四
・
一

六
・
四

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

一
・
四

二
・
七

種

類

入
浴
施
設

能

力

〇
・
四
八
㎥
／
基

二
基

工

事

着

手

予

定

年

月

日

許
可
後

工

事

完

成

予

定

年

月

日

令
四
・
一
二
・
一

使

用

開

始

予

定

年

月

日

令
五
・
一
二
・
三
一

使

用

時

間

間

隔

一
七
時
〜
翌
日
九
時

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

一
六
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

一
・
三

一
・
七

汚
水

等
の

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
〜
八
・
六

五
・
八
〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

一
〇
・
二

一
四
・
七

六

大
分
県
報
（
告
示
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日



汚
染

状
態

の
値

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

一
〇
・
四

一
六
・
二

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

一
二

一
七

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

四
・
八

七
・
六

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

一
・
六

三
・
四

種

類

入
浴
施
設

能

力

①

一
・
四
四
㎥
／
基

八
基

②

一
・
九
二
㎥
／
基

一
基

③

一
・
五
〇
㎥
／
基

一
基

④

一
・
六
五
㎥
／
基

三
基

⑤

一
・
〇
〇
㎥
／
基

六
基

工

事

着

手

予

定

年

月

日

許
可
後

工

事

完

成

予

定

年

月

日

令
四
・
一
二
・
一

使

用

開

始

予

定

年

月

日

令
五
・
一
二
・
三
一

使

用

時

間

間

隔

一
七
時
〜
翌
日
九
時

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

一
六
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

①

一
三
・
九

一
七
・
四

②

二
・
六

三
・
二

③

二
・
二

二
・
七

④

七
・
三

九
・
一

⑤

一
一
・
七

一
四
・
六

汚
水

等
の

汚
染

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
〜
八
・
六

五
・
八
〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

三

五

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

五

一
〇

状
態

の
値

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

五

一
〇

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

三

五

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

一

二

種

類

生
物
化
学
的
処
理

処

理

方

式

接
触
ば
っ
気
方
式

能

力

四
六
八
人
槽

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

主

要

寸

法

第
一
接
触
ば
っ
気
槽

縦
三
・
七
六
ｍ
×
横
二
・
七
六
ｍ
×
高
さ
三
・
六
ｍ

第
二
接
触
ば
っ
気
槽

縦
二
・
五
一
ｍ
×
横
二
・
七
六
ｍ
×
高
さ
三
・
六
ｍ

高
度
処
理
槽

縦
一
・
五
六
ｍ
×
横
二
・
七
六
ｍ
×
高
さ
三
・
六
ｍ

工

事

着

手

予

定

年

月

日

既
設

工

事

完

成

予

定

年

月

日

既
設

使

用

開

始

予

定

年

月

日

既
設

使

用

時

間

間

隔

連
続

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

二
四
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

処
理
前

処
理
後

処
理
前

処
理
後

㎥
／
日

一
九
・
二

一
九
・
二

二
四
・
〇

二
四
・
〇

汚
水

等
の

汚
染

状
態

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

処
理
前

処
理
後

処
理
前

処
理
後

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八

〜
八
・
六

五
・
八

〜
八
・
六

五
・
八

〜
八
・
六

五
・
八

〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

一
七
〇

一
〇

二
一
〇

一
五

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

一
五
〇

一
五

二
〇
〇

三
〇

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

二
〇
〇

一
〇

二
五
〇

二
五

４

汚
水
等
の
処
理
の
方
法

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

七

大
分
県
報
（
告
示
）



の
値

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

八
〇

三
五

一
〇
〇

四
〇

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

一
〇

五

一
五

八

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

│

三
、
〇
〇
〇

以
下

│

三
、
〇
〇
〇

以
下

排

水

口

名

№１

一

日

当

た

り

の

排

出

水

量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

一
九
・
二

二
四
・
〇

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
〜
八
・
六

五
・
八
〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

一
〇

一
五

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

一
五

三
〇

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

一
〇

二
五

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

三
五

四
〇

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

五

八

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

三
、
〇
〇
〇
以
下

三
、
〇
〇
〇
以
下

排

水

口

名

№２

一

日

当

た

り

の

排

出

水

量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

八
六
・
四

一
一
二
・
四

汚
水

等
の

汚
染

状
態

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
〜
八
・
六

五
・
八
〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

三

五

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

五

一
〇

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

五

一
〇

の
値

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

三

五

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

一

二

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

三
、
〇
〇
〇
以
下

三
、
〇
〇
〇
以
下

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

種
畜
証
明
書
番
号

名
前

品
種

検
査
成
績

令
三
大
分
県
臨
三
第
一
号

Ａ
１７７９

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
二
号

Ａ
１７９３

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
三
号

Ａ
１７９４

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
四
号

Ａ
１７９５

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
五
号

Ａ
１８２１

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
六
号

Ａ
１８３９

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
七
号

Ａ
１８４０

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
八
号

Ａ
１８４７

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
九
号

Ａ
１８０２

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
十
号

Ａ
１８０５

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
十
一
号

Ａ
１８０７

そ
の
他

級
外

５

排
出
水
の
量
及
び
汚
染
状
態
の
値

二

事
前
評
価
に
関
す
る
書
面
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
場
所

１

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
四
年
一
月
十
四
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

大
分
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
由
布
市
役
所

大
分
県
告
示
第
七
百
号

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
令
和
三

年
度
の
臨
時
種
畜
検
査
に
合
格
し
た
種
畜
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

八

大
分
県
報
（
告
示
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日



令
三
大
分
県
臨
三
第
十
二
号

Ａ
１８３１

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
十
三
号

Ａ
１８３２

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
十
四
号

Ｌ
２０
-６７８

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
十
五
号

Ｌ
２０
-７３９

そ
の
他

級
外

令
三
大
分
県
臨
三
第
十
六
号

Ｌ
２１
-２５

そ
の
他

級
外

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

検

査

期

日

検

査

場

所

家
畜
の
種
類

令
和
四
年
一
月
十
九
日

竹
田
市
久
住
町

牛

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

地

区

名

縦

覧

期

間

縦

覧

場

所

駅
館
川
地
区
且
尾
一
工
区

令
三
・
一
二
・
二
四
か
ら

令
四
・

一
・
一
三
ま
で

宇
佐
市
役
所

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
告
示
第
七
百
一
号

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
臨
時
種
畜
検
査
を
実
施
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
七
百
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
営

緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
施
行
に
係
る
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
換
地
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
七
百
三
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
一
の
と
お
り
漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出
が
あ
っ
た

の
で
、
施
行
令
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
二
に
よ
り
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

届
出
事
項

１

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

佐
伯
市
蒲
江
大
字
森
崎
浦
千
九
百
十
番
地

戸
髙

吾
一
郎

佐
伯
市
蒲
江
大
字
丸
市
尾
浦
千
二
百
七
十
番
地

吉
田

忠

佐
伯
市
蒲
江
大
字
森
崎
浦
三
百
九
十
四
番
地
一

木
許

善
文

２

加
入
区

名
護
屋
加
入
区

３

法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称

大
分
県
漁
業
協
同
組
合

二

指
定
漁
船
調
書
の
縦
覧

１

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
四
年
一
月
七
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

㈠

大
分
市
府
内
町
三
丁
目
五
番
七
号

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
事
務
所

㈡

佐
伯
市
蒲
江
大
字
丸
市
尾
浦
五
百
五
十
四
番
地

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
名
護
屋
支
店
事
務
所

〇
警

察

本

部

告

示

大
分
県
警
察
本
部
告
示
第
５
９
号

大
分
県
公
安
委
員
会
等
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
（
令
和

３
年
大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
８
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
電

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

九

大
分
県
報
（
告
示
・
警
察
本
部
告
示
）



規
定

第
７４
条
の
３
第
５
項

第
５
条
第
１
項

第
８
条
第
１
項

法
令
等

道
路
交
通
法
（
昭
和
３５
年
法
律
第
１０５
号
）

道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
３５
年
総
理
府
令
第
６０
号
）

第
８
条
第
３
項

第
１５
条
第
４
項

第
１０
条
第
１
項

第
１７
条
第
２
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
１６
条
第

２
項

第
１７
条
第
２
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
１１
条
第

１
項

第
１０
条
第
３
項

大
分
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
５１
年
大
分
県
公
安
委
員
会
規
則

第
２
号
）

警
備
業
法
（
昭
和
４７
年
法
律
第
１１７
号
）

重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁

止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
２８
年
法
律
第
９
号
）

〇
大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示

大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
十
七
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
分
海
区
に

お
け
る
宝
石
さ
ん
ご
の
採
捕
を
禁
止
す
る
。
た
だ
し
、
大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日大

分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長

小

野

眞

一

（
定
義
）

一

こ
の
指
示
に
お
い
て
「
宝
石
さ
ん
ご
」
と
は
、
ア
カ
サ
ン
ゴ
、
モ
モ
イ
ロ
サ
ン
ゴ
及
び
シ
ロ
サ
ン
ゴ
の

生
体
及
び
死
骸
を
い
う
。

（
禁
止
区
域
）

二

大
分
県
海
域

（
承
認
の
対
象
者
）

三

承
認
の
対
象
と
な
る
者
は
、
宝
石
さ
ん
ご
に
係
る
試
験
研
究
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
と
す
る
。

（
承
認
証
の
交
付
）

四

大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
採
捕
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
申

請
者
に
承
認
証
を
交
付
す
る
。

（
承
認
証
の
携
帯
義
務
）

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
手
続
等
そ
の
他
警
察
本
部
長
が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
等
を
定
め
る
。

令
和
３
年
１２
月
２４
日

大
分
県
警
察
本
部
長

松
田

哲
也

１
根
拠
と
な
る
法
令
等
の
名
称
及
び
条
項

規
則
第
３
条
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用

す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
手
続
等
は
、
別
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
法
令
等
の
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

右
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
基
づ
く
手
続
等
と
す
る
。

２
申
請
等
を
行
っ
た
者
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

⑴
規
則
第
４
条
第
４
項
た
だ
し
書
及
び
第
５
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
措
置
は
、
別
表
の
左
欄
に
掲
げ

る
法
令
等
の
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
基
づ
く
申
請
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
不
特
定
の
者
に

よ
っ
て
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
５９
年
法
律
第
８６
号
）

第
２
条
第
１
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
送
信
（
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信

さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
の
送
信
を
除
く
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
電
気
通
信
設
備
の
う
ち

当
該
申
請
等
の
用
に
供
す
る
部
分
（
以
下
「
申
請
部
分
」
と
い
う
。
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て

識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で
あ
っ
て
、
申
請
等
を
行
う
者
の
電
子

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１４
年
法
律
第
２６

号
）
第
２
条
第
３
号
に
規
定
す
る
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
い
う
。
）
ご
と
に
異
な
る
も
の
と
な
る
よ

う
に
、
有
効
期
間
を
定
め
て
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
ワ
ン
タ
イ
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
と
い
う
。
）
を

受
信
し
、
当
該
ワ
ン
タ
イ
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
用
い
て
申
請
部
分
に
接
続
す
る
措
置
と
す
る
。

⑵
規
則
第
９
条
第
１
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
措
置
は
、
別
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
法
令
等
の
同
表
の
右

欄
に
掲
げ
る
規
定
に
基
づ
く
申
請
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
規
則
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
氏

名
又
は
名
称
を
入
力
し
、
又
は
送
信
す
る
こ
と
と
す
る
。

３
適
用
年
月
日

令
和
４
年
１
月
４
日

別
表

一
〇

大
分
県
報
（
警
察
本
部
告
示
・
大
分
海
区
漁
調
委
告
示
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日



五

承
認
を
受
け
た
者
は
、
宝
石
さ
ん
ご
を
採
捕
す
る
と
き
に
は
、
四
の
承
認
証
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
承
認
の
制
限
、
条
件
の
変
更
又
は
採
捕
の
停
止
）

六

委
員
会
は
、
資
源
保
護
又
は
漁
業
調
整
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
承
認
を
制
限
し
、
条
件
を

変
更
し
、
又
は
採
捕
の
停
止
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
承
認
の
取
消
し
）

七

委
員
会
は
、
承
認
を
受
け
た
者
が
こ
の
指
示
の
内
容
に
違
反
し
た
と
き
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
。

（
譲
渡
又
は
販
売
の
禁
止
）

八

承
認
を
受
け
た
者
は
、
採
捕
し
た
宝
石
さ
ん
ご
の
譲
渡
又
は
販
売
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
意
図
し
な
い
混
獲
等
に
よ
る
宝
石
さ
ん
ご
の
所
持
又
は
販
売
の
禁
止
）

九

承
認
を
受
け
な
い
で
採
捕
し
た
宝
石
さ
ん
ご
の
所
持
又
は
販
売
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
採
捕
報
告
書
の
提
出
）

十

承
認
を
受
け
た
者
は
、
採
捕
の
結
果
に
つ
い
て
採
捕
期
間
終
了
後
一
月
以
内
に
委
員
会
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
取
扱
要
領
）

十
一

こ
の
指
示
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
採
捕
の
承
認
等
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
が
別

に
定
め
る
。

（
指
示
の
有
効
期
間
）

十
二

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

〇
警

察

本

部

訓

令

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
２
６
号

警
察
本
部

警
察
学
校

警
察

署

大
分
県
警
察
に
お
け
る
処
務
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
４６
年
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
１２
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
３
年
１２
月
２４
日

大
分
県
警
察
本
部
長
松
田
哲
也

目
次
中
「
事
務
引
継
」
を
「
事
務
引
継
ぎ
」
に
、
「
第
７
節
職
員
章
（
第
３３
条
の
２
－
第
３３
条
の
７
）

第
８
節
識
別
カ
ー
ド
（
第
３３
条
の
８
－
第
３３
条
の

１１
）
」
を
「
第
７
節
識
別
カ
ー
ド
（
第
３３
条
の
２
－
第
３３
条
の
７
）
」
に
改
め
る
。

第
２
条
第
１
号
中
「
「
課
」
を
「
「
本
部
の
課
」
に
改
め
、
同
条
第
４
号
を
削
り
、
同
条
第
５
号
中

「
課
」
を
「
本
部
の
課
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
４
号
と
し
、
同
条
第
６
号
中
「
警
察
官
、
」
を
「
警
察

官
及
び
一
般
職
員
（
」
に
改
め
、
「
い
う
。
」
の
次
に
「
）
を
い
う
。
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
５
号
と

し
、
同
条
第
７
号
を
削
り
、
同
条
に
次
の
１
号
を
加
え
る
。

⑹
交
番
等
交
番
、
駐
在
所
又
は
警
備
派
出
所
を
い
う
。

第
９
条
第
３
号
中
「
（
課
を
置
か
な
い
場
合
の
係
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
４
号
中
「
を
置
く
」

を
「
の
」
に
改
め
る
。

第
１２
条
第
１
項
中
「
第
１３
条
の
２
」
を
「
第
１３
条
の
３
」
に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
手
続
き
」
を
「
手

続
」
に
改
め
る
。

第
２０
条
第
２
項
中
「
届
出
」
を
「
届
け
出
」
に
改
め
る
。

第
２２
条
中
「
１
箇
月
」
を
「
１
か
月
」
に
改
め
る
。

第
２３
条
第
２
号
中
「
責
任
者
、
」
を
「
責
任
者
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
３
号
中
「
経
路
、
」
を
「
経
路

及
び
」
に
改
め
る
。

「
第
４
節
赴
任
及
び
事
務
引
継
」
を
「
第
４
節
赴
任
及
び
事
務
引
継
ぎ
」
に
改
め
る
。

第
２４
条
第
１
項
中
「
転
任
、
」
を
「
転
任
」
に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
に
規
定
す

る
」
に
改
め
る
。

第
２５
条
の
見
出
し
中
「
引
継
」
を
「
引
継
ぎ
」
に
改
め
、
同
条
第
１
項
中
「
特
別
な
場
合
を
除
き
、
」
及

び
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
文
書
」
の
次
に
「
又
は
口
頭
」
を
加
え
、
同
条
第
２
項
中
「
事
務
引
継
」
を

「
事
務
引
継
ぎ
」
に
改
め
る
。

第
２６
条
中
「
署
長
が
」
を
削
る
。

第
３０
条
第
１
項
中
「
（
昭
和
２６
年
大
分
県
条
例
第
７
号
）
」
を
削
る
。

第
３２
条
第
１
項
中
「
、
そ
の
他
」
を
「
そ
の
他
」
に
改
め
る
。

第
３３
条
中
「
１
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。

第
３
章
第
７
節
を
削
る
。

「
第
８
節
識
別
カ
ー
ド
」
を
「
第
７
節
識
別
カ
ー
ド
」
に
改
め
る
。

第
３３
条
の
８
中
「
非
常
勤
職
員
」
を
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
、
「
第
３３
条
の
１０
」
を
「
以
下
こ
の

節
」
に
、
「
警
察
職
員
」
を
「
職
員
」
に
、
「
執
務
室
」
を
「
庁
舎
内
」
に
、
「
別
表
第
２
」
を
「
別
表
第

１
」
に
改
め
、
同
条
を
第
３３
条
の
２
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
２
条
を
加
え
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

一
一

大
分
県
報
（
大
分
海
区
漁
調
委
告
示
・
警
察
本
部
訓
令
）



（
識
別
カ
ー
ド
の
交
付
）

第
３
３
条
の
３
識
別
カ
ー
ド
は
、
新
規
採
用
職
員
に
警
務
部
警
務
課
長
（
以
下
「
警
務
課
長
」
と
い
う
。
）

が
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
識
別
カ
ー
ド
の
貸
与
又
は
譲
渡
の
禁
止
）

第
３
３
条
の
４
識
別
カ
ー
ド
は
、
他
人
に
貸
与
し
、
又
は
譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
３３
条
の
９
を
削
る
。

第
３３
条
の
１０
中
「
あ
っ
た
と
き
」
の
次
に
「
（
引
き
続
き
婚
姻
等
の
前
の
戸
籍
上
の
氏
を
使
用
す
る
と
き

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
第
１１
号
様
式
」
を
「
第
９
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
３３
条
の
５
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
１
条
を
加
え
る
。

（
識
別
カ
ー
ド
の
返
還
）

第
３
３
条
の
６
退
職
等
に
よ
り
職
員
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
識
別
カ
ー
ド
を
所
属
長
を
経
て
警

務
課
長
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
３３
条
の
１１
の
見
出
し
中
「
又
は
返
還
の
処
理
」
を
「
状
況
等
の
管
理
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
３３
条
の

９
に
お
い
て
準
用
す
る
第
３３
条
の
３
及
び
第
３３
条
の
６
並
び
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
警
務
課
長

は
、
」
に
、
「
を
受
け
た
と
き
は
、
」
を
「
の
状
況
を
」
に
、
「
第
１２
号
様
式
）
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し

て
処
理
す
る
」
を
「
第
１０
号
様
式
）
に
よ
り
管
理
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
３３
条
の
７
と
す
る
。

第
３５
条
第
１
項
中
「
に
よ
り
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
３７
条
第
１
項
中
「
警
察
本
部
に
お
い
て
行
う
」
を
「
本
部
が
主
宰
す
る
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中
「
及

び
課
長
」
を
「
及
び
本
部
の
所
属
長
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
中
「
課
長
」
を
「
本
部
の
所
属
長
」
に
改
め

る
。第
５２
条
第
２
項
中
「
本
部
各
課
」
を
「
本
部
の
課
」
に
、
「
課
長
」
を
「
所
属
長
」
に
、
「
幹
部
交
番
」

を
「
交
番
等
（
幹
部
交
番
に
限
る
。
）
」
に
、
「
部
課
」
を
「
課
」
に
、
「
及
び
課
署
」
を
「
（
幹
部
交
番

を
除
く
。
）
及
び
本
部
の
課
又
は
署
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
中
「
点
検
し
た
う
え
」
を
「
点
検
し
た
上
」

に
、
「
か
ぎ
」
を
「
鍵
」
に
改
め
、
同
条
第
５
項
中
「
課
」
を
「
本
部
の
課
（
分
室
を
含
む
。
）
」
に
改

め
、
「
、
幹
部
交
番
」
を
削
る
。

第
５３
条
第
１
項
中
「
た
て
て
」
を
「
立
て
て
」
に
改
め
、
同
項
第
１
号
中
「
防
災
、
」
を
「
防
災
及
び
」

に
改
め
、
同
項
第
３
号
中
「
け
ん
銃
」
を
「
拳
銃
」
に
改
め
る
。

第
６３
条
の
見
出
し
中
「
増
築
等
」
を
「
増
築
」
に
改
め
、
同
条
中
「
を
増
築
又
は
修
繕
」
を
「
の
増
築
」

に
改
め
、
同
条
第
１
号
中
「
又
は
修
繕
」
を
削
る
。

第
６４
条
の
見
出
し
中
「
手
続
き
」
を
「
手
続
」
に
改
め
、
同
条
第
１
項
中
「
交
番
、
駐
在
所
又
は
警
備
派

出
所
（
以
下
「
交
番
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
交
番
等
」
に
改
め
、
同
項
第
５
号
中
「
図
面
、
」
を
「
図
面

及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
手
続
き
」
を
「
手
続
」
に
改
め
る
。

第
６６
条
中
「
別
表
第
３
」
を
「
別
表
第
２
」
に
改
め
る
。

第
６７
条
中
「
別
表
第
４
」
を
「
別
表
第
３
」
に
改
め
る
。

別
表
第
１
を
削
り
、
別
表
第
２
中
「
第
３３
条
の
８
関
係
」
を
「
第
３３
条
の
２
関
係
」
に
改
め
、
同
表
を
別

表
第
１
と
す
る
。

別
表
第
３
中
「
か
い
書
」
を
「
楷
書
」
に
、
「
打
出
し
づ
く
り
」
を
「
打
出
し
作
り
」
に
改
め
、
同
表
を

別
表
第
２
と
し
、
別
表
第
４
を
別
表
第
３
と
す
る
。

第
１
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
二

大
分
県
報
（
警
察
本
部
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日



令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

一
三

大
分
県
報
（
警
察
本
部
訓
令
）



役

名

氏

名

住

所

理

事

太

田

富

雄

大
分
市
大
字
竹
矢
一
一
二
四
番
地

〃

麻

生

秀

之

〃

大
字
横
瀬
二
二
九
六
番
地

〃

伊

藤

義

昭

〃

大
字
下
原
一
八
〇
〇
番
地
の
一
〇

〃

亀

井

美
津
善

〃

大
字
辻
原
三
一
六
番
地

〃

小

野

日
支
男

〃

大
字
竹
矢
二
二
〇
三
番
地

〃

小

野

廣

由
布
市
挾
間
町
筒
口
一
七
二
番
地

監

事

安

藤

直

行

大
分
市
大
字
上
詰
一
五
二
七
番
地
の
一

〃

佐

藤

敏

雄

〃

大
字
竹
矢
六
三
七
の
三
番
地

役

名

氏

名

住

所

理

事

太

田

富

雄

大
分
市
大
字
竹
矢
一
一
二
四
番
地

〃

麻

生

秀

之

〃

大
字
横
瀬
二
二
九
六
番
地

〃

伊

藤

義

昭

〃

大
字
下
原
一
八
〇
〇
番
地
の
一
〇

〃

小

野

日
支
男

〃

大
字
竹
矢
二
二
〇
三
番
地

〃

小

野

廣

由
布
市
挾
間
町
筒
口
一
七
二
番
地

〃

和

田

清

秀

大
分
市
大
字
上
詰
八
八
四
番
地
の
六

監

事

奈

須

栄

一

〃

大
字
下
原
九
八
六
番
地

〃

佐

藤

美
喜
夫

〃

大
字
竹
矢
六
三
七
番
地
の
七

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

係
長

（
係
長
）

課
長
補
佐

（
課
長
）

次
席

（
副
署
長
）

課
長

（
署
長
）

所
属
長

「
「

」

回
議

」

〇
公

告

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
世
利
川
井

路
土
地
改
良
区
（
大
分
市
）
か
ら
、
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届

出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

（
退
任
役
員
）

（
就
任
役
員
）

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発
区
域
の

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
検
査
済
証
を
交
付
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

日
田
市
大
字
友
田
字
其
田
六
十
八
番
五
ほ
か
六
十
筆
並
び
に
七
十
番
三
十
四
ほ
か
一
筆
の
各
地
先
里
道

及
び
七
十
四
番
四
ほ
か
四
筆
の
各
地
先
水
路
並
び
に
字
荻
鶴
千
五
十
五
番
一
ほ
か
十
六
筆

二

開
発
区
域
の
面
積

一
万
四
千
三
百
十
八
・
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

三

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
名
称
・
氏
名

日
田
市
大
字
庄
手
六
百
四
十
七
番
地

株
式
会
社
日
田
淡
水
魚
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

石

井

嘉

英

四

完
了
検
査
年
月
日

第
３
号
様
式
中

を

に
改
め
る
。

第
９
号
様
式
及
び
第
１０
号
様
式
を
削
る
。

第
１１
号
様
式
中
「
第
３３
条
の
１０
関
係
」
を
「
第
３３
条
の
５
関
係
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
９
号
様
式
と
す

る
。第
１２
号
様
式
中
「
第
３３
条
の
１１
関
係
」
を
「
第
３３
条
の
７
関
係
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
１０
号
様
式
と
す

る
。

附
則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
３
年
１２
月
２４
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
四

大
分
県
報
（
警
察
本
部
訓
令
・
公
告
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

令
和
三
年
十
一
月
十
六
日

次
の
と
お
り
落
札
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
立
病
院
長

佐

藤

昌

司

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

無
影
灯
一
式
（
本
体
及
び
周
辺
機
器
の
搬
入
・
設
置
並
び
に
現
有
機
器
の
撤
去
を
含
む
。
）

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

大
分
県
立
病
院
事
務
局
会
計
管
理
課

大
分
市
豊
饒
二
丁
目
八
番
一
号

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
十
月
二
十
七
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
ア
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

吉

村

次

生

大
分
市
西
大
道
二
丁
目
三
番
八
号

五

落
札
金
額

六
千
九
百
二
十
六
万
七
千
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。
）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
を
公
告
し
た
日

令
和
三
年
九
月
十
七
日

次
の
と
お
り
落
札
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

大
分
県
立
病
院
長

佐

藤

昌

司

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

エ
ッ
ク
ス
線
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装
置
一
式
（
本
体
及
び
周
辺
機
器
の
搬
入
・
設
置
並
び
に
現
有

機
器
の
撤
去
を
含
む
。
）

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

大
分
県
立
病
院
事
務
局
会
計
管
理
課

大
分
市
豊
饒
二
丁
目
八
番
一
号

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
十
二
月
一
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル

代
表
取
締
役

伊

東

卓

郎

由
布
市
挾
間
町
古
野
字
塚
ノ
久
保
千
百
番
地
三

五

落
札
金
額

六
千
六
百
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。
）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
を
公
告
し
た
日

令
和
三
年
十
月
二
十
二
日

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

一
五

大
分
県
報
（
公
告
）


